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昭
和
六
十
二
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は
前
年
度
に
比
べ
一
〇
二
％
増
え
、
二
十
一
万
九
千
円
。
相
変
わ
ら
ず
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭和62年度

国保会計決算から

制

【者　人】70歳（寝たきりの人
は65歳）以上のお年寄りは、老人

保健によって診療を受けます。

【退　職】会社を退職して年金
をもらっている人や、その家族は、

退職者医療で診療を受けます。

【一般（若人）】老人保健や退職者
医療以外の人は、一般の国保で診
療を受けます。

医
療
劇
翠
は
、
停
年
、

う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
増
え
で
い
ま
す
。

「
え
っ
、
ほ
ん
と
う
に
…
…
」
と
言

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
健

康
保
険
で
は
昨
年
度
、
約
十
九
億
円
の

医
療
費
が
か
か
り
ま
し
た
。
一
昨
年
に

比
べ
る
と
二
億
円
、
一
一
・
八
％
も
増

え
て
い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
を
一
人
当
た
り
で
み
る

と
、
一
〇
・
一
％
伸
び
て
二
十
一
万
九

千
円
。
つ
い
に
二
十
万
円
の
大
台
を
突

破
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

町
内
の
国
保
加
入
者
は
約
八
千
八
百

人
、
町
民
の
三
人
に
一
人
が
加
入
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
内
訳
を
み

る
と
退
職
者
と
老
人
が
年
々
増
え
続
け

て
い
て
、
高
齢
化
が
一
段
と
進
ん
だ
と

い
え
ま
す
。
（
表
1
）

医
療
費
の
内
訳
で
は
、
老
人
が
最
も

多
く
、
約
八
億
七
千
七
百
万
円
で
全
体

の
四
五
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次

い
で
一
般
が
三
〇
・
四
％
、
退
職
者
が

二
四
二
一
％
の
噸
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
度
は
退
職
者
の
医
療
費
が
急

上
昇
し
た
の
が
特
徴
で
す
。
（
表
2
）

次
に
、
一
人
当
た
り
医
療
費
を
細
か

く
み
る
と
、
全
体
で
は
約
二
十
一
万
九

千
円
で
県
平
均
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、
老
人
は
約
七
十
四
万
円
と

県
下
で
十
四
番
目
の
高
水
準
で
す
し
、

退
職
者
も
約
二
十
五
万
円
を
超
え
る
ほ

ど
に
急
上
昇
し
ま
し
た
。
（
表
3
）

昨
年
度
は
一
題
字
で
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
ピ
ン
チ
が
締
き
ま
す
㌣

増
え
続
け
る
医
療
費
を
支
え
る
国
保

会
計
は
、
依
然
と
し
て
ピ
ン
チ
が
続
い

て
い
ま
す
。

医療費と保険税の推移
（被保険者一人当たり）

昨
年
度
の
歳
出
は
約
十
一
億
八
千
万

円
。
こ
の
う
ち
九
四
％
を
医
療
費
が
占

め
て
い
ま
す
。
一
万
、
医
療
費
を
支
え

る
歳
入
は
約
十
二
億
五
千
万
円
。
歳
入

の
主
な
も
の
は
国
保
税
、
国
庫
支
出

金
、
退
職
者
医
療
の
交
付
金
で
、
こ
の

三
つ
で
歳
入
全
体
の
九
山
ハ
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

昨
年
度
の
決
算
で
は
、
差
し
引
き
約

七
千
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
中
に
は
昭
和
六
十
三
年
度

に
返
還
す
る
退
職
者
医
療
の
交
付
金
約

二
千
万
円
や
、
昭
和
六
十
四
年
度
に
精

算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
老
人
保
健
の

拠
出
金
約
八
千
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
黒
字
だ
か
ら
と
安
心
で
き
な
い

状
態
が
続
い
て
．
い
ま
す
。

汝、、：ニ、ミミノミっ；ごく・、くこヱ等！＿…寿鮮襲麓感餌姥娼匿 与，Ｉ

世 帯 数 （世帯 ） 3，688 3，810 1．033

ｉ

被保 険者数

（人 ）

一般（若人） 5，873 5，803 0．988

退　 職 1，738 1，849 1．064

老　 人 1，088 1，184 1．088

総　 数 8，699 8，836 1．016

拶 摺懐疑頚沃農で
す ・古淵 意譜監那稽

一般 （若 人 ） 554，935 587，990 1．060

退　 職 379，173 466，877 1．23 1

老　 人 794，374 877，299 1．104

合　 計 1，728，482 1，93 2，166 上118



医
療
費
が
上
が
れ
ば

保
険
税
も
上
が
り
ま
す

本人負担
22．6％

●

私
た
ち
が
病
院
で
治
療
を
受
け
る

と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
窓
口

で
支
払
う
だ
け
で
、
残
り
の
医
療
費
は

保
険
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

下
の
図
は
医
療
費
の
負
担
割
合
を
分

り
や
す
く
示
し
た
も
の
で
す
。
保
険
で

支
払
う
医
療
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

ご
と
に
一
定
の
割
合
で
、
保
険
税
と
国

か
ら
の
費
用
な
ど
で
ま
か
な
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
保
険
税
は
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

保
険
税
は
、
そ
の
年
の
医
療
費
に
応

じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
そ
の
年

の
医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
か
を
予
測

し
、
そ
の
額
か
ら
患
者
が
負
担
す
る
分

と
国
が
負
担
す
る
分
を
差
し
引
い
た
額

が
、
保
険
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

前
ペ
ー
ジ
の
図
は
、
一
人
当
た
り
の

医
療
費
と
保
険
税
の
移
り
変
わ
り
を
グ

ラ
フ
で
表
わ
し
た
も
の
で
す
。
医
療
費

の
増
加
に
と
も
な
っ
て
保
険
税
も
毎
年

国庫支出金
38．7％

庫

1人当たり医療費

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
医
療
費
の
支
払
い
が

増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
不
足
分
の
医

療
費
は
保
険
税
で
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
関
係
に
あ
る
の
で
す
。

滞
納
が
あ
る
人
は
▲
早
く
納
付
を
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
′
。

　 区 ： 分 ′ ｉ 啓頚′′報 蔑 ′、′ｉ′、宅椀設題去毒頚露 臨転麗 粥 種

水 巻 町

一般（若人） 94 ，489 101，3 25 1 ．072

退　 職 2 18 ，167 2 52，5 03 1 ．157

老　 人 730 ，123 74 0，9 62 1 ．015

全　 体 198 ，699 2 18，6 70 1 ．10 1

県 平 均

（市町村回保 ）

一般（若人） 116 ，730 126，7 02 1 ．085

退　 職 242 ，458 2 58，3 95 1 ．066

老　 人 648 ，084 6 84，4 67 1 ．056

全　 体 205 ，106 2 24，115 1 ．0 93

国
保
の
財
政
を
健
全
に
運
営
し
て
い

く
た
め
に
は
、
医
療
費
を
節
約
し
、
保

険
税
を
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
が
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

医
療
費
の
節
約
は
、
ま
ず
健
康
管
理

か
ら
。
町
が
実
施
し
て
い
る
成
人
病
検

診
や
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
、

健
康
管
理
の
一
歩
で
す
。

ま
た
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は
国

保
制
度
の
基
本
で
す
。
い
ま
さ
ら
な
が

ら
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ
ま

だ
滞
納
が
後
を
断
た
な
い
の
が
現
状
で

す
。
町
で
は
保
険
税
の
収
納
率
向
上
の

た
め
、
次
の
よ
う
な
滞
納
者
に
は
、
財

産
の
差
し
押
さ
え
を
強
化
し
ま
す
。

■
納
付
誓
約
が
守
れ
な
い
人

細
年
々
滞
納
が
累
積
し
て
い
る
人

■
そ
の
他
、
納
付
に
誠
意
の
な
い
人

差
し
押
さ
え
は
、
給
料
や
預
金
・
売

掛
金
・
不
動
産
・
電
話
加
入
権
ｌ
・
家
具
・
電

気
製
品
な
ど
に
つ
い
て
行
い
ぎ
す
。

特
に
六
十
二
年
度
以
前
の
滞
納
が
あ

る
人
は
、
早
く
納
付
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
差
し
押
さ
え
は
不
名
誉
な
こ
と

だ
け
で
な
く
、
色
々
な
不
都
合
が
生
じ

ま
す
。

監 選妾、；…；；；半輔紛 洗
水 巻 町

ー 人 当た りの税 額 52，126 5 6，72 5 1．0 88

一世帯当たりの税額 122，9 51 13 1，554 1．07 0

収　 納　 率 8 9．7 6 9 2．24 1．0 28

県 平 均

（市町村国保）

一 人 当た りの税 額 4 9，4 28 53 ，48 5 1．08 2

一世帯当たりの税額 12 1，66 1 129 ，632 1．06 6

収　 納　 率 9 3．46 94 ．28 1．00 9
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自
窟
④
招
Ｑ
幻

十
一
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
文
化
祭
に
は
、
文
化
連
盟
の
み
な
さ
ん

た
ち
か
ら
自
慢
の
作
品
が
所
せ
ま
Ｌ
と
展
示
さ
れ
、
見
物
に
訪
れ
た
人
も
、
し
ば
し
立
ち
止
ま
っ

て
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
の
日
に
催
さ
れ
た
芸
能
ま
つ
り
は
、
延
々
十
二
時
間
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
芸
が
披

露
さ
れ
、
一
日
中
、
四
百
人
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

0
芸
達
者
な
人
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
ね

ｅ
生
花
展
や
書
道
展
な
ど

中
央
公
民
館
は
作
品
の
山
で
す

玄会による三味線和洋合奏

水
巻
町
の
俳
句
会
と
短
歌
会
で
は
、

文
化
祭
の
行
事
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
会

を
開
き
ま
し
た
。
入
選
作
晶
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
上
位
入
選
者
の
み
）

短
　
歌

【
大
会
賞
】
　
　
　
　
佐
々
木
　
明

菊
花
展
に
君
の
遺
作
は
受
賞
せ
り

こ
の
ど
よ
め
き
を
聴
か
せ
や
り
た
し

【
町
長
賞
】
　
　
　
　
浜
口
　
秋
雄

わ
が
も
の
と
な
り
た
る
地
所
に
競
ひ
咲

ｌ
に
お

く
　
野
菊
の
匂
ひ
ま
と
ひ
て
巡
る

【
議
長
賞
】
　
　
　
　
入
江
　
　
茂

ろ
う
お
う

細
ぼ
そ
と
皿
山
を
守
る
老
翁
の

ろ
く
ろ
に
添
へ
し
小
菊
の
す
が
し

【
教
育
委
員
会
賞
】
　
池
田
　
和
枝

ご
と

銅
板
の
如
く
に
淀
む
濠
の
面
を

か

す

　

　

　

　

　

　

　

は

し

掠
め
て
夕
べ
の
風
が
奔
れ
り

【
社
会
福
祉
協
賞
】
　
縄
田
ス
ガ
ノ

た
人
す

母
の
影
の
こ
れ
る
箪
笥
を
さ
ば
さ
ば
と

子
は
大
型
ゴ
ミ
と
し
て
出
す

【
文
化
連
盟
賞
】
　
　
野
口
　
幸
三

ふ

　

　

か

な

起
き
臥
し
も
叶
は
ぬ
叔
母
の
肩
抱
き
て

姉
は
繰
言
に
も
合
槌
を
打
つ

俳
　
句
　
（
向
野
楠
羞
先
生
選
）

【
特
　
選
】

一
鱗
も
海
に
こ
ぼ
さ
ず
い
わ
し
雲

お
か
の
台
　
徳
山
　
秋
峰

一
書
借
り
一
書
を
貸
し
て
燈
の
親
し

岩
　
瀬
　
　
長
田
礼
二
郎

枯
蓮
の
日
当
る
万
へ
折
れ
曲
り

新
生
荷
　
　
山
下
　
晶
石

一
、
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伊左座ソフトＡが
連続優勝

スポーツ少年団駅伝・マラソン大会

11月20日、机」＼グラウンドで開かれ

たスポーツ少年団駅伝・マラソン大

会には、438人の団員が参加、日ごろ

鍛えた健脚を競いました。

駅伝は1チーム9人で約1．2キロメ

－トルのコースを9周します。女子の部は13チームが参加、頃未水泳が

終始トップをゆすらず、大差でコールイン。男子の部は23チームが参加、

頃末水泳Ａ・机野球・伊左座ソフトＡが激しい首位争いを展開。昨年の

優勝チーム伊左座ソフトＡが競り勝ちました。

たった一本のタスキが、さま

ざまなドラマと感動を生んだ大

会でした。

【男子の部】■優勝　伊左座ソ
フトＡ　■準優勝　頃末水泳Ａ
ｔ三位　机野球

【女子の部】■優勝　頃未水泳
■準優勝　抽水泳Ａ　■三位
頃未バレーボール

猪熊ママがストレート勝ち
ママさんバレーボール大会

水巻ライオンズ旗を懸けたママ

さんバレーボール大会が11月6日、

町民体育館で開かれ、8チームが

．出場。切れのいいアタックやフラ
イインクレシーブなど、多彩なプ

レーで観客を沸がせました。

言式台は9人制のリンクリーグ戦。

1セットも落とさずに勝ち進んだ

猪熊ママと上二クラブが決勝で対

戦し、堅い守りと攻撃力に優る猪

熊ママが優勝しました。

■優　勝　猪熊ママ

■準優勝　上二クラブ

■三　位　古賀クラブ

おかの台が圧勝
少女バスケットボール大会

11月13日、町民体育館に17チーム、

204人の選手が集まり、少女バスケ

ットボール大会が開かれました。
試合はＡ・Ｂ2つのコートに分か

れたトーナメントで、それぞれの勝
利チームが決勝に進出します。家族

とクラスメイトでぎっしりの応援席
からは、ドリブルシュートが決まる

たびに「キャー」という大歓声がお

こリ、書式合を盛りあげます。
決勝はおかの台と頃東南が対戦、

24対日でおかの台が優勝しました。
■優　勝　おかの台

■準優勝　頃東南
■三　位　上二Ａ・上二Ｂ

力じゃないよ。チームワークと頭脳プレー
ゲートボール選手権大会

「4番第2ゲート通過。」「5番にタッチ。」元気な声が聞こえてきま

す。11月15日のゲートボール大会には、町内から18チーム、122人のお
年寄りが参加。

今回の大会は可から優勝旗がプレゼントされたこともあって、選手は思

わずスティックに力が入ります。
試合時間は30分、5人のチームワ

ークと頭脳プレーが要求されるスポ
ーツです。決勝戦は、おかの台が25

対7で高松団地に圧勝しました。

■優　勝　おかの台
■準優勝　高松団地

■三　位　猪熊

●

秋
風
や
葬
は
軍
歌
を
流
し
け
り

日
吉
台
　
　
後
藤
　
節
子

【
本
選
】

き
わ

散
髪
屋
手
話
も
こ
な
し
て
爽
や
か
に

吉
　
田
　
　
上
田
　
木
骨

コ
ス
モ
ス
の
申
一
本
の
遊
歩
道

み
ず
ほ
団
地
　
小
園
　
末
子

月
涼
し
一
糸
ま
と
は
ぬ
乙
女
像

鯉
口
住
宅
　
内
田
　
圭
風

と
え
ノ
ｈ
ソ
よ
云
ノ

大
工
小
屋
閉
め
て
棟
梁
稲
を
刈
る

梅
ノ
木
団
地
　
梅
田
　
秀
子

短
日
や
釣
着
着
し
ま
ま
調
髪
す

下
　
二
　
　
田
中
　
博
幸

糸
は
ど
の
流
れ
に
乗
り
し
も
く
せ
い
花

立
屋
敷
　
　
白
石
　
芳
江

案
内
版
読
む
顔
寄
せ
て
秋
の
山

頃
　
末
　
　
渡
辺
　
照
子

菊
の
香
に
明
日
く
る
子
ら
の
夜
具
を
干

す
　
　
　
　
樋
　
口
　
　
三
好
み
つ
子

銘
番
の
封
印
ひ
も
と
く
秋
彼
岸

梅
ノ
木
団
地
　
山
下
す
え
子

一
村
を
沈
め
し
水
面
月
渡
る

梅
の
木
田
地
　
中
村
　
嘉
子

●
後
藤
教
務
Ｃ
吉
田
二
）
●
平
野
治
夫

（
頃
末
）
●
中
野
一
郎
（
頃
末
）

●
社
会
福
祉
協
鍍
会
表
彰
（
社
会
福
祉

事
業
特
別
功
労
者
）
●
藤
崎
正
志
Ｃ
二
）

◆
岡
隆
一
（
猪
熊
）
●
曽
根
尋
乃
Ｃ
み

ず
ほ
団
地
）



第三保育園では落ち葉を集めて焼

き芋大会をしました。

梅ノ木団地のポプラ並木は、秋に

なると黄色に色ずき、遺一面に枯れ

葉を落とします。この落ち葉に目を

付けたのは第三保育園の園児たち

「落ち葉を集めて焼き芋大会をし

よう。」ということになり、きっそ

落ち葉を集助で

ホツわホツわの

焼き芋大会

く道路の大掃除。1回にポリ

袋6個分の落ち葉が集まりま

す。園児は2週に分け、4回

の落ち葉集めをしました。

さて、焼き芋大会は11月11

日。園の農園でとれた大小さ

まざまな芋をホイルにくるんで焼き芋

パーティーのはじまりです。「先生、

おならが出ないよ－」と、みんなを笑

すワンバク坊やもいました。

手作りの「しめ飾り」だよ

お正月が
持ちとおしいな

少年教室では11月27日、しめ飾り

作りにチャレンジしました。

この日作ったのは、丸い輪の形と

鶴の形をした2種類のお飾りです。

しめ飾りで難かしいのは、わらで縄

をなうところ。右足で押え、両手で

ねじりながら作るのですが、力の入

れ具合が悪いと、すぐにゆるんでし

まいます。

会場では約30人の小中学生が、慣

れない手つきで悪戦苦闘。2時間後

には、ようやく立派？な「しめ飾

り」が出来上がりました。

気分は早くもお正月です。

犯罪のない
町づくり

水巻町防犯の日町民大会が11月13

日、中央公民館で開かれました。こ

の大会は今年で8回目、約430人が

参加した会場では、防犯功労者24人

の表彰と中学生の意見発表が行われ

ました。

意見発表では、南中学1年・石山

要介君が「広げよう．／心の輪」、森

崎裕美さんが「環境はみんなで作り

出すもの」、2年・松崎善之君が

「思っていること」、小田知子さん

が「マナーを守って」、3年・福留

伸君が「二十一世紀にむけて」、探

水良子さんが「理憩の社会」という

題で、中学生としての防犯の考え方

防犯の日大会に430人　や学校での体験を述べました。

ひろし

高橋　寛くん
61年12月8日生まれ

（賠）さんの長男

寛
君
は
、
カ
レ
ー
が
大
好
き
で
す
。

ま
た
、
ビ
ー
ル
の
泡
が
好
き
で
す
。

早
く
大
き
く
な
っ
て
、
お
父
さ
ん
の
お

酒
の
相
手
を
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
樽
ノ
木
団
地
）

○

○

血

「

●

－

「

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ゆうだい

藤崎　祐大くん
62年12月20日生まれ

（責箕）さんの長男

や
っ
と
ひ
と
り
歩
き
も
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
　
「
バ
ー

イ
」
と
お
返
事
も
出
来
ま
す
。

つ
ま
先
で
立
っ
て
上
の
物
を
取
ろ
う

と
し
て
、
家
中
危
険
個
所
が
ガ
ム
テ
ー

プ
だ
ら
け
に
な
る
日
も
間
近
で
す
。

（
吉
田
二
三
九
九
）



おばあちゃん
どうぞ召しあがってください
「お元気ですか。私たちが心を込めて作った弁当です。

どうぞ召し上がってください」と11月21日、食生活改善

推進員会が日ごろのボランティア活動の一つとして、75

歳以上の身寄りのないお年寄りに夕食の弁当をプレゼン

トしました。弁当は全部で44個。温かいわかめご飯や白

身魚のフライ、煮ものなど、お年寄りが食べやすいよう

に工夫されています。食進会の会員と地区の民生委員が

いっしょに自宅まで届けると、「ありがたく頂きます。」

と、入江トキヨ（立屋敷）さん。初めての夕食宅配でし

たが、大変喜ばれました。

消防士って
カツコいいなアー

11月8日、吉田保育園に遠賀郡消防署から消防車が2

台やってきました。避難訓練と消防の仕事を知ってもら

うためです。園児たちはマーチングで大歓迎。

消防士がポンプ車で放水を披露すると「カッコいい－」

と、かわいい声援が飛びます。

放水のあと、ばら組の23人はスノーケル草に乗せても

らって空中見学。初めて乗る消防車に、どの子も目を輝

かせていました。園児たちは、自分たちで作ったペンダ

ントや花束を消防士に渡し、「火遊びはしません。」

と、大きな声で約束しました。

を‘笥

リズムに合わせて
イチ、ニッ、サン・・…・

11月20日、吉田団地の公園で「ボーイスカウトフェス

ティバル」が開かれました。

このフェスティバルは、日本ボーイスカウト連盟遠賀

第三団が催したもので今年で2回目。会員相互の親睦と、

ボーイスカウトのＰＲが目的です。会場には、うどんや

たい焼きのバザーのはか、手旗コーナー、ロープ回しコ

ーナー、バンプーコーナー（写真）などが設けられ、近

くの子供たちも、物珍しそうに集まって釆ました。町内

のスカウトは57人。キャンプ生活を通じて自然を学び、

人と人との結びつきを大切にする心を育てています。

1袋たったの200円、
早く買わ‘Ｊななくなるばい

「食と緑を守り、日本の味を確かめよう」をテーマに

した遠賀郡農業祭が11月20日、芦屋ボートレース場で開

かれました。

会場では、農産物の即売、苗木市、植木市のほか、演

芸大会やチビッコ向けのゲームコーナーなど多彩な催し

が繰り広げられ、朝から家族ずれの見物客が次々に訪れ

て、買物やゲームを楽しんでいました。

中でも主婦に人気が集まったのは野菜の即売。一袋200

円の大根や白菜が飛ぶように売れ、トラック2台に山積

みされた野菜もあっという間に売り切れました。



は
じ
め
は
の
ど
の
痛
み
か
ら

ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
原
因
で
す

か
ぜ
の
始
ま
り
は
突
然
で
す
。
最
初

の
症
状
は
の
ど
が
ひ
り
ひ
り
す
る
痛
み

と
乾
燥
感
で
す
。
そ
の
後
、
鼻
の
粘
膜

に
充
血
が
み
ら
れ
、
同
時
に
く
し
ゃ

み
、
鼻
汁
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
目
が

充
血
し
、
体
が
だ
る
く
な
っ
た
り
、
発

熟
し
た
り
し
ま
す
。

か
ぜ
の
原
因
は
、
各
種
の
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
そ
の
は
か

細
菌
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

子
と
も
の
か
ぜ
は
、
中
耳
炎
や

肺
炎
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

子
ど
も
は
、
か
ぜ
に
か
か
る
と
、
し

ば
し
ば
中
耳
炎
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
の
ど
に
あ
る
細
菌
が
中
耳
に
感
染

を
起
こ
す
た
め
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
は
な
か
な
か
静
か
に

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
中
耳
炎
を
お

こ
し
や
す
い
原
因
で
す
。

幼
児
の
場
合
は
、
か
ぜ
か
ら
肺
炎
を

′
．
．
．
ヽ

′
し

起
こ
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す

お
年
寄
り
の
か
ぜ
は

安
静
が
一
番
で
す
。

お
年
寄
り
の
か
ぜ
は
子
ど
も
の
場
合

と
同
様
、
注
意
が
必
要
で
す
。

も
と
も
と
体
力
が
低
下
し
て
い
ま
す

し
、
肺
の
機
能
も
悪
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
重
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
肺
炎
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
か
ぜ
を
ご
じ
ら
せ
て
長
く
病

床
に
つ
い
て
い
ま
す
と
、
足
腰
が
弱
く

な
っ
て
、
か
ぜ
が
治
っ
て
も
立
て
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

お
年
寄
り
の
場
合
は
、
か
ぜ
を
ひ
い
た

ら
早
く
安
静
に
し
て
、
医
師
の
診
察
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ひ
き
は
じ
め
が
肝
心
で
す

温
か
く
し
て
休
み
ま
し
よ
う

か
ぜ
は
あ
ま
り
に
身
近
な
病
気
な
の

で
、
「
か
ぜ
ぐ
ら
い
」
と
軽
く
み
ら
れ

が
ち
で
す
が
、
昔
か
ら
「
か
ぜ
は
万
病

の
も
と
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

軽
く
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ひ
き
は

じ
め
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
安
静
と
保
温

と
に
か
く
、
温
か
く
し
て
ゆ
っ
く
り

休
む
こ
と
で
す
。
疲
れ
が
重
な
っ
た
り

無
理
を
す
る
と
長
び
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
食
事
に
気
を
つ
け
て

食
欲
が
あ
る
場
合
は
ふ
つ
う
の
食
事

を
、
食
欲
が
な
い
場
合
は
消
化
の
良
い

温
か
い
も
の
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

日≒
ム
7≒函≒す

票、一輔一．膠．■‥－．－・・一．．…一．．漸一山ｒ一

慧す≒
Ｉ

ヽ

心
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め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

尿
の
年
末
臨
時
収
集

年
末
の
、
し
尿
臨
時
収
集
の
申
し
込

年末・年始の役場業務と公共施

設は、次の期間お休みです。

ご用のある人は、早めにすませ

てください。

□＞役場の事務12月29日から1月

3日までお休みです。

□＞中央公民館と図書室12月29日

から1月3日までお休みです。

□＞えぶり山荘・身障者センター12

月28日から1月4日までお休みです。

串と　き12月24日仕）
午後2時から

串ところ　中央公民館
大ホール

映画が好きなチビッ子なら、だ
れでも参加できます。車に気を付

けて来てくださいね。

癖題名　「こ

ぎつねコン

とこだぬき

ボン」「ド

ン松五郎の

生活」ほか

車入場料

無料です。

正
月
の
来
客
な
ど
の
た
め
、
年
末
の

臨
時
収
乗
を
希
望
す
る
家
庭
は
、
役
場

環
境
衛
生
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
早
め
に
ど
う
ぞ
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り

1
2
月
1
9
日
（
月
）
ま
で
。

●
臨
時
収
集
　
し
尿
の
臨
時
収
集
は
1
2

月
2
9
日
午
前
中
ま
で
行
い
ま
す
。

被
爆
章
一
世
の
健
康
診
断
は

ｌ
月
皆
目
か
ら
3
1
日
ま
で

福
　
岡
　
県

財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
で
は

原
爆
被
爆
者
二
世
に
対
し
て
、
無
料
で

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
次
の
医
療
機
関
の
窓
口
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

●
医
療
機
関

▽
西
日
本
産
業
衛
生
会
　
北
九
州
検

診
診
療
所
（
小
倉
北
区
大
門
1
－

6

－

1

2

）

書

5

6

1

局

0

0

3

0

▽
福
岡
結
核
予
防
セ
ン
タ
ー
（
福
岡

市
中
央
区
大
名
2
丁
目
4
－
7
）

雷

（

0

9

2

）

7

6

1

局

2

5

4

4

●
期
　
間
　
い
ず
れ
も
1
月
1
7
日
か
ら

1
月
3
1
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

詳
し
く
は
県
健
康

増

進

課

曾

（

0

9

2

〕

6

2

2

局

0

7

1

6

番

ま

で

ど

う

ぞ

。

ァ ”溺 姻 遥 宅 氾

滅㌶調翫遠遍因綴

3 ，93 0 4 9 2 6 3
1 2 ．26

ニ・ 一裏　 ミ　 憲 3 ，92 9 4 9 3 12 ．19

鯵 4 ，13 8 5 1 7 12 ．14

轍 清 一晶 3 ，88 4 4 8 6 12 ．14

げ　　 ｇ 4 ，22 6 5 2 9 1 2 ．18

ご葦 黛 4 ，0 3 9 5 0 5 1 2 ．19

逝‾　業　　　　 滅 4 ，0 7 5 5 1 0
12 ．1 1

3 ，94 5 4 9 4

誌　 説　　 禁　 置 4 ，14 0 5 1 9 1 2 ．3 1

4 ，04 9 5 0 7 1 2 ．3 1

那

＿浮

3 ，89 8 4 8 8 12 ．3 1

蕊瀾臣謂摺許露闇路激 4 ，04 5 5 0 6 1 2 ．16

3 ，66 0 4 5 9 1 0 ．1

県
で
は
今
年
1
0
月
か
ら
「
被
爆
者
が

ん
検
診
」
を
始
め
ま
し
た
。

検
診
の
内
容
は
、
胃
が
ん
・
肺
が

ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
多
発
性
骨

髄
腫
の
五
項
目
。
が
ん
は
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
原
爆
被
爆
者

で
検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
遠
賀
保

健
所
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い

。

書

2

0

1

届

4

1

6

1

番

消
防
設
備
士
の
講
習
会

受
付
は
1
2
月
1
5
日
と
1
6
日

遠
賀
郡
消
防
本
部

消
防
設
備
士
の
講
習
会
が
次
の
日
程

Ｉ
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
講
習
区
分
と
護
習
日

【
第
一
種
】
　
1
月
2
3
日
と
2
4
日

【
第
三
種
】
∵
1
月
2
5
日
と
2
6
日

【
第
五
種
】
　
ｌ
月
2
7
日
の
み

●
講
習
会
場
　
八
幡
東
区
中
央
2
ｉ
Ｉ
1

－
1
　
北
九
州
市
勤
労
者
会
館

●
受
付
会
場
と
受
付
日

小
倉
北
区
城
内
1
番
1
号
　
北
九
州

市
消
防
局
で
、
1
2
月
1
5
日
と
1
6
日
の

2
日
間
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

予

防

課

　

書

2

9

3

局

1

2

3

1

番

許
可
の
な
い
害
板
を

取
り
除
き
ま
す土

　
木
　
係

最
近
、
許
可
の
な
い
看
板
が
目
に
つ

き
ま
す
が
、
道
路
や
川
に
看
板
を
設
置

す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

現
在
、
町
で
は
許
可
の
な
い
占
用
物

の
諏
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
許
可

を
受
け
て
な
い
看
板
な
ど
は
、
急
い
で

澤
設
鉱
害
謀
の
土
木
係
へ
占
用
願
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
の
結
果
、
不
法
占
用
と
認
め
ら

れ
た
看
板
な
ど
は
、
担
当
課
で
取
り
除

き
ま
す
。

●
連
絡
先
　
建
設
鉱
害
課
土
木
係
へ
。



働
き
な
が
ら
学
べ
ま
す

医
師
会
の
看
護
学
校

遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
学
校

下
二
に
あ
る
遠
賀
中
間
医
師
会
の
看

護
学
校
で
は
、
新
入
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
入
学
者
は
医
療
機
関
に
就
職
し

看
護
助
手
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
専
門

的
な
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
修
業
期
間
は
2
年
間
で
す
。

●
試
験
日
　
2
月
1
5
日
（
水
）

●
募
集
人
員
　
4
5
人

●
受
験
資
格
　
中
学
卒
ま
た
は
高
校
卒

以
上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人

●
受
付
期
間
　
1
月
9
日
～
2
月
1
3
日

●
問
い
合
わ
せ
先
　
水
巻
町
下
二
5
7
3
番

地
　
遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
高
等
専

修

学

校

　

書

2

0

1

局

3

4

6

3

番

看
穫
婦
・
保
健
婦
を
め
ざ
す

県
立
看
護
学
校
か
ら
の
募
集
で

福
岡
県
立
看
護
専
門
学
校

県
立
看
護
学
校
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
看
護
課
は
准
看
護
婦
の
資
格

を
も
っ
た
人
が
看
護
婦
に
な
る
た
め
の

進
学
課
程
、
保
健
婦
科
と
助
産
婦
科
は

看
護
婦
の
資
格
を
も
っ
た
人
が
さ
ら
に

進
学
す
る
た
め
の
課
程
で
す
。

●
募
集
定
員
　
看
護
婦
科
5
0
人
・
保
健

婦
科
4
0
人
・
助
産
婦
科
1
5
人

●
試
験
日
　
2
月
1
日
か
ら
2
月
3
日

ま
で
（
看
護
婦
科
は
2
月
1
・
2
日
）

●
願
書
受
付
期
間
　
い
ず
れ
も
1
2
月
1

日
か
ら
1
2
月
2
2
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
受
験
資
格
な
ど
詳

し
く
は
、
〒
8
1
8
－
0
1
大
事
府
市
向
佐

野
2
2
　
福
岡
県
立
看
護
専
門
学
校

書

（

0

9

2

）

9

2

3

局

2

0

3

6

番

「
働
き
た
い
な
」
と
思
っ
て
い
る
家

庭
の
主
婦
を
対
象
に
、
技
術
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
技
術
を
身
に

つ
け
る
と
、
就
職
や
内
職
に
た
い
へ
ん

有
利
に
な
り
ま
す
。

●
講
習
科
目
・
定
員

販
売
・
手
描
き
Ｐ
Ｏ
Ｐ
　
2
0
人

●
講
習
期
間
　
1
月
2
3
日
か
ら
3
月
1
5

日
ま
で
の
2
1
日
間
（
毎
週
月
・
水
・
金
）

●
受
講
時
間
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
の
1
日
5
時
間

●
受
講
料
　
教
材
費
以
外
は
無
料

●
会
　
場
　
中
間
市
大
字
中
間
六
八
〇

九
－
一
申
闇
市
働
く
婦
人
の
家

●
申
し
込
み
期
間
　
1
2
月
1
9
日
と
2
0
日

の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

飯
塚
市
新
立
岩
8
番
1
号
　
福
岡
県

飯
塚
総
合
庁
舎
内
福
岡
県
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
　
書
（
0
9
4

8

）

2

3

局

4

1

5

6

番

へ

。

団地内の路上駐車は
消火活動が遅れます。

最
近
、
団
地
内
の
道
路
上
に
青
空
駐

車
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
火
災
現
場
付
近
に
消
防
車
を
到
着

さ
せ
、
消
火
活
動
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

進
め
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
夜
間

団
地
内
の
道
路
上
に
青
空
駐
車
さ
れ
る

と
、
消
防
車
が
通
れ
な
い
場
合
や
、
は

し
ご
草
な
ど
特
殊
車
両
が
建
物
に
接
近

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
消
火
、
人
命

救
助
活
動
が
大
幅
に
遅
れ
ま
す
。

団
地
内
の
道
路
上
に
青
空
駐
車
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

青
空
駐
車
の
防
止
策

1
　
団
地
内
の
自
治
会
な
ど
で
青
空
駐

車
の
防
止
を
呼
び
か
け
る
。

2
　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
合
は
駐

車
場
に
入
れ
る
。

2
　
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
大
型
車
は
、
乗

っ
て
帰
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
頃
　
末
　
　
　
宮
崎
行
雄
商
会
様

●
猪
熊
町
住
　
　
富
永
　
宗
信
　
様

●
水
巻
町
短
歌
会
　
様

香
典
返
し
と
し
て

●
古
　
賀
　
　
故
　
太
田
　
久
義
様

太
田
　
久
美
様

故
　
室
井
　
ハ
ル
様

室
井
　
貫
威
様

元教育長の

柴田正生さんが

瑞宝章

を受章

・芦屋町在住）が11

等瑞宝章を受けられま

柴田きんは、島

町）と頃末小

昭和46年か

のにこんな

恥ずかしい」と、受

柴田さん。55

炭閉山で大た時は、ちょう

な時代でした。閉山後の教育建

、スポー

隼田の組織づくりや、勤労青少年

体育センター建設など

健全育成にカを注がれ

怒、下キ小学校の廃

青田小学校の新設な

行政に大きな足跡を残

ます。

現在は「温故

知新」の心を若

者に伝

芦屋町

護委員や郷土

研究会の仕事に

たずさわり、忙

しい毎日を過ご

しておられます。

●
下
　
二
　
　
故
　
寒
川
勝
次
郎
様

寒
川
ヤ
ヱ
子
様

●
猪
　
熊
　
　
故
　
木
下
　
　
繁
様

木
下
　
　
正
様

●
下
　
二
　
　
故
　
入
江
ミ
サ
ヲ
様

入
江
　
哲
美
様

●
机
　
　
　
　
故
　
梶
山
　
梅
江
様

梶
山
　
磯
起
様

●
梅
ノ
木
団
地
故
　
塩
川
　
　
勇
様

塩
川
　
政
子
様

●
梅
ノ
木
団
地
　
故
池
上
マ
チ
エ
様

池
上
　
光
男
様

●
美
吉
野
団
地
　
故
駒
谷
三
代
士
様

的
谷
恵
美
子
様

訂
正
と
お
わ
び

十
一
月
号
の
「
愛
の
お
く
り
も
の
」

で
古
川
ハ
イ
キ
ク
様
と
古
川
純
様
の
住

所
が
「
猪
熊
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
吉
田
ノ
二
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
、
深
く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。



をもった町です、．忘・れ去られようと
坑の様子や炭坑にまつわる物語をみなさんに紹介していきます、、

とは、炭坑と深いつながり

日

　

本

　

炭

　

砿

　

佃

「
青
田
法
晴
と
山
本
経
勝
」

戦
局
が
不
利
と
な
っ
た
昭
和
十
八
年
四
月
、
興
椙
所
長
の
後
任
に

小
南
不
二
男
が
な
り
、
ま
た
技
術
最
高
責
任
者
の
専
務
に
宮
川
敬
三

が
就
任
し
た
。
宮
川
は
九
大
出
の
採
炭
屋
で
、
明
治
鉱
業
高
田
炭
鉱

か
ん
た
ん

時
代
に
興
相
友
兼
が
隣
の
柏
屋
炭
砿
に
い
て
、
互
い
に
肝
胆
あ
い
照

ら
し
た
仲
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
鮎
川
は
、
興

椙
と
入
れ
替
わ
り
に
日
炭
の
経
営
陣
へ
参
加
さ
せ
て
い
る
。
彼
は
就

任
す
る
や
軍
部
の
い
う
「
内
地
で
の
採
炭
は
昭
和
二
十
年
ま
で
、
あ

と
は
大
陸
で
採
炭
す
る
の
で
、
前
進
払
い
の
採
炭
に
切
り
替
え
て
残

柱
も
と
り
払
え
」
と
の
命
令
に
強
く
反
対
し
て
、
伝
統
の
後
退
払
い

を
守
り
抜
い
た
男
で
あ
る
。
そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
日
炭
は
、
戦
時
中
に

乱
掘
は
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
い
ち
早
く
復
旧
し
た
の
は
、
宮
川
の

大
い
な
る
功
績
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

な
お
昭
和
二
十
二
年
、
公
職
追
放
令
に
よ
っ
て
畠
山
社
長
が
辞
任

す
る
や
、
そ
の
あ
と
宮
川
が
就
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
は
生
粋
の
技

術
屋
で
、
性
格
は
直
情
径
行
に
し
て
短
気
、
し
か
し
無
欲
で
淡
々
と

－
し
ろ
ｌ

し
て
歯
に
衣
を
着
せ
な
い
野
性
味
の
人
柄
が
、
か
え
っ
て
社
内
で
は

好
感
を
も
た
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
宮
川
は
、
社
長
で
本
社
が
福

岡
市
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
水
巻
町
に
住
ん
で
（
頃
宋
旧
三
好
孝

宗
邸
）
、
い
つ
見
て
も
坑
内
か
ら
あ
が
っ
て
き
た
よ
う
な
、
ヨ
レ
ヨ

お
や
じ

レ
の
菜
ッ
葉
服
に
ド
タ
靴
、
社
内
で
は
「
や
か
ま
し
親
爺
」
の
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
通
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
昭
和
二
十
二
年
と
い
え
ば
社
会
党
が
第
一
党
に
な
り
、

片
山
内
閣
が
誕
生
し
た
年
で
あ
る
。

政
府
は
炭
鉱
を
国
家
管
理
に
す
べ
く

炭
鉱
国
家
管
理
法
を
国
会
に
提
出
す

る
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
こ
れ
に

炭
鉱
経
営
者
は
こ
ぞ
っ
て
反
対
し
、

約
五
十
人
の
経
営
者
が
九
州
か
ら
上

京
し
て
、
各
党
の
議
員
に
人
海
戦
術

で
国
管
阻
止
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

筑
豊
に
て
は
大
手
で
貝
島
太
市
、
麻

生
太
賀
吉
、
上
田
清
次
郎
、
中
小
で

は
武
内
礼
蔵
、
木
曽
重
義
ら
が
中
心

と
な
っ
て
、
運
動
を
展
開
し
た
。
と

山本鮭勝　　　　青田法晴

こ
ろ
が
目
炭
の
宮
川
社
長
は
、
自
分
の
替
わ
り
に
芦
川
常
務
を
出
席

さ
せ
て
、
み
ず
か
ら
は
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
の
ち
に
炭
管
疑
獄

事
件
へ
発
展
し
た
三
千
万
円
の
阻
止
献
金
し
て
も
、
宮
川
は
「
増
産

を
し
な
い
か
ら
こ
う
な
る
ん
だ
、
そ
ん
な
こ
と
は
政
治
屋
に
ま
か
せ

て
お
け
ば
よ
い
」
と
の
持
論
で
、
献
金
も
中
小
炭
鉱
な
み
に
す
ま
せ

て
い
た
。
そ
の
た
め
筑
豊
の
各
ヤ
マ
か
ら
「
日
炭
モ
ン
ロ
ー
主
義
」

ら
よ
う
た
い

と
の
有
り
難
く
な
い
言
葉
を
頂
戴
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
も
宮

川
は
足
を
運
ぼ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
社
内
に
お
け
る
宮
川
は
、
み
ず
か
ら
坑
内
に
入
っ
て
直

接
指
揮
を
と
っ
た
の
で
、
出
炭
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
「
外
征
の
勇
、
か
な
ら
ず
Ｌ
も
内
政
の
君
子
た
ら
ず
」
で
、

労
務
関
係
に
な
る
と
彼
の
ワ
ン
マ
ン
振
り
と
認
識
不
足
が
、
か
え
っ

て
強
力
な
労
働
組
合
を
結
成
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
そ
れ
が
、
そ
の

後
の
経
営
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。

み
ち
は
る

な
か
で
も
宮
川
は
、
左
翼
の
闘
士
吉
田
法
曙
（
本
名
よ
り
「
ほ
う

せ
い
」
で
通
っ
て
い
た
）
を
勤
労
部
長
に
起
用
し
た
の
は
、
会
社
と

し
て
大
き
な
失
敗
で
あ
っ
た
。
吉
田
は
明
治
四
十
一
年
、
赤
間
町
平

等
寺
の
生
れ
、
宗
像
中
学
か
ら
旧
制
福
高
、
九
大
法
科
と
進
み
、
在

学
中
に
学
生
運
動
で
九
学
達
委
員
長
を
し
て
退
学
処
分
を
う
け
た
男

で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
志
社
大
学
法
科
を
卒
業
し
て
日
炭
に
昭
和
十

年
入
社
、
〓
貫
し
て
労
務
畑
を
歩
い
て
き
た
。
思
う
に
宮
川
は
、
組

合
対
策
を
お
も
な
仕
事
に
す
る
勤
労
部
長
に
、
左
翼
思
想
の
筋
が
ね

入
り
の
吉
田
を
、
な
ぜ
起
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
終
戦
に

よ
っ
て
労
働
組
合
が
各
地
で
、
結
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
さ
な
か

し

　

し

に
…
…
。
経
営
者
に
す
れ
ば
「
獅
子
身
中
の
虫
」
で
あ
る
左
翼
思
想

家
を
、
勤
労
部
長
に
据
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
強
力
な
労
働
組
合
が

生
れ
る
の
は
、
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

も
っ
と
も
個
人
と
し
て
の
吉
田
は
庶
民
的
で
、
人
の
世
話
を
よ
く

し
て
親
分
肌
の
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
社
内
で
は
評
判
が
よ
か
っ

た
。
そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
昭
和
二
十
二
年
、
勤
労
部
長
の
要
職
に
あ
っ

て
社
会
党
（
左
派
）
か
ら
県
会
議
員
に
立
候
補
し
て
当
選
し
、
そ
の

後
、
二
十
五
年
か
ら
参
議
院
議
員
を
三
期
つ
と
め
た
あ
と
、
三
十
八

年
に
初
代
北
九
州
市
市
長
に
当
選
す
る
な
ど
、
日
炭
を
足
が
か
り
に

広
く
政
界
へ
雄
飛
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
日
炭
の
労
働
組
合
は
二
十
年
十
二
月
の
結
成
で
、
初
め

高
松
一
鉱
、
二
砿
、
三
鉱
と
そ
れ
ぞ
れ
で
結
成
し
た
が
、
こ
れ
が
大

同
団
結
し
て
日
炭
高
松
労
働
組
合
の
結
成
を
み
た
の
は
、
二
十
一
年

五
月
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
三
組
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
根
本
思
想
）

け
ん
い
ん

の
相
違
を
乗
り
越
え
て
の
合
併
で
、
こ
れ
を
誘
導
し
索
引
的
な
役
目

つ
ね
か
つ

を
果
し
た
の
は
山
本
経
勝
で
あ
る
。
山
本
は
明
治
三
十
七
年
、
愛
媛
一

県
北
宇
和
郡
の
生
れ
、
早
く
か
ら
農
民
運
動
に
身
を
投
じ
て
、
二
十

三
歳
で
全
国
農
民
組
合
商
務
地
方
協
議
会
の
青
年
部
長
に
な
り
、
昭

和
七
年
、
治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
た
。
五
年
の
獄
中
生
活
後
、

宇
和
島
新
聞
社
に
勤
務
し
た
が
田
舎
の
こ
と
と
て
官
憲
の
目
が
き
び

し
く
、
そ
こ
で
同
社
編
集
長
の
計
ら
い
で
吉
田
法
晴
の
勤
め
る
日
炭

に
、
十
二
年
十
一
月
、
鉱
員
と
し
て
入
職
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
吉

田
は
市
長
時
代
に
、
八
幡
製
鉄
所
の
労
働
組
合
幹
部
に
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
る
。

「
山
本
が
日
炭
へ
就
職
し
た
の
は
、
宇
和
島
新
聞
の
編
集
長
と
僕

が
学
生
運
動
を
共
に
し
た
仲
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
僕
に
就
職
依
頼

が
あ
っ
た
。
当
時
、
僕
は
ま
だ
日
炭
に
お
い
て
日
が
浅
く
、
そ
こ
で

鉱
員
募
集
係
の
山
川
康
人
（
戦
後
共
産
党
へ
入
党
）
に
頼
ん
で
入
職

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
。

事
実
、
戦
時
中
の
山
本
は
再
三
折
尾
署
の
特
高
贅
察
か
ら
、
取
り

調
べ
を
う
け
て
い
た
が
、
社
内
に
て
は
す
で
に
地
下
組
織
が
つ
く
ら

れ
て
い
た
と
聞
く
。
な
お
終
戦
に
な
る
と
山
本
は
、
日
本
共
産
党
へ

入
党
し
て
組
合
運
動
に
専
念
し
、
労
組
書
記
長
、
組
合
長
、
県
労
働

委
員
、
炭
労
九
州
地
方
本
部
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
て
、
労
働
界
に

へ
ん
せ
ん

大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
年
月
の
変
遷
で
思
想
に
変

化
が
あ
っ
た
の
か
、
晩
年
は
共
産
党
か
ら
社
会
党
へ
か
わ
っ
て
、
三

十
年
の
参
議
院
選
挙
に
立
候
補
し
て
当
選
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
秘

書
と
再
婚
す
る
な
ど
で
話
題
を
ま
い
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
三
十
三

年
、
五
十
三
歳
の
若
さ
で
急
死
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
彼
の
思
想
変
化
は
、
吉
田
の
影
響
に
よ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
以
前
の
山
本
は
、
二
十
二
年
五
月
に
制

定
し
た
「
日
炭
高
松
労
働
組
合
歌
」
　
（
光
末
光
作
詩
、
大
庭
寿
男
作

曲
、
共
に
従
業
員
）
の
な
か
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
あ
ゝ
革
命
の
嵐
吹
く

民
主
日
本
の
あ
け
ぼ
の
に

さ
き
が
け
起
り
て
筑
紫
野
の

日
炭
高
松
　
わ
れ
ら
が
労
組

（
二
、
三
、
四
節
略
）

革
命
を
前
提
と
し
た
と
も
う
け
と
れ
る
歌
詩
は
、
国
中
が
混
乱
し

た
時
代
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
思
想
的
に
は
山
本
の
与
え
た
影
響
が

大
き
く
、
ま
た
勤
労
部
長
の
吉
田
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と

い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
蝉
土
史
家
　
篠
　
田
　
貞
　
蕎


